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約10年間セリ人として働き、現在は佐渡

魚市場の経営や運営に携わっていま

す。漁師と買い手をつなぎ、佐渡の魚

の価値を高める仕事です。

魚の知識に加え、多くの立場の人と

話し、状況を見ながら判断する力が

必要です。

仕事の面白さ・やりがい

セリ人時代は魚を高く売れた時、

現在は、市場の成果を働く人たちに

還元できることに、大きなやりがい

を感じています。

佐渡で働くということ
豊かな海産物を島内外へ届けなが

ら、佐渡の水産業を支える仕事がで

きます。

大変なこと・難しいこと
漁獲量は自然に左右され、漁師の高

齢化などの課題もあります。現場で

は素早い判断も求められます。

最初に思い描いた進路と違っても、

そこで得た経験が次の仕事につなが

ることがあります。
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どんな仕事をしている？

この仕事に向いている人・必要な力 これからの一歩を考える人へ

中高生インタビュー

（概略版）

←インタビュー

詳細はこちら

木村　章平 さん

勤務先
佐渡水産物地方卸売市場
（佐渡魚市場）

職種

魚市場運営・経営
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